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自
由
に
羽
ば
た
く
鳥
の
よ
う
に
、
上
空
か
ら
見
下
ろ
し

た
視
点
で
描
か
れ
た
図
は
「
鳥
瞰
図
（
ち
ょ
う
か
ん
ず
）
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

上
の
資
料
は
、
昭
和
11
年(

１
９
３
６)

に
、
群
馬
県
勝

地
協
会
が
作
成
し
た
観
光
案
内
図
「
勝
地
群
馬
」
に
描
か

れ
た
群
馬
県
鳥
瞰
図
の
一
部
分
で
す
。 

鳥
瞰
図
を
描
い
た
の
は
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て

活
躍
し
、
「
大
正
の
広
重(

ひ
ろ
し
げ)

」
と
し
て
名
高
い
絵

師
、
吉
田
初
三
郎
で
す
。
「
初
三
郎
式
鳥
瞰
図
」
と
呼
ば
れ

る
吉
田
の
作
品
は
、
中
心
と
な
る
箇
所
を
細
か
く
描
写
し
、

周
辺
部
は
Ｕ
字
型
を
基
本
に
大
き
く
デ
フ
ォ
ル
メ
を
加
え

て
お
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
遠
景
も

書
き
込
む
な
ど
の
大
胆
な
構
図
が
特
徴
的
で
す
。
彩
色
も

美
し
く
、
地
勢
の
全
容
も
分
か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
る

「
初
三
郎
式
鳥
瞰
図
」
は
、
交
通
網
の
発
達
や
観
光
の
広

が
り
の
中
で
、
人
々
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。 

こ
の
「
勝
地
群
馬
」
の
現
物
は
、
小
さ
く
折
り
た
た
ま

れ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
県
の
沿
革
や
県
内
各
名

所
、
著
名
神
社
仏
閣
の
詳
し
い
概
要
や
案
内
が
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。
観
光
案
内
図
が
作
成
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て

も
、
観
光
事
業
は
県
行
政
の
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
群
馬

県
が
古
く
か
ら
観
光
県
と
し
て
景
勝
地
の
保
護
・
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
た
様
子
が
分
か
り
ま
す
。 

当
館
で
は
、
吉
田
初
三
郎
の
描
い
た
鳥
瞰
図
と
し
て
、

こ
の
群
馬
県
鳥
瞰
図
の
他
に
、
沼
田
市
・
伊
勢
崎
市
・
桐

生
市
の
観
光
案
内
図
を
保
存
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
郷
土

の
姿
と
対
比
さ
せ
、
「
今
も
残
っ
て
い
る
も
の
」
、
ま
た
は

「
今
は
な
く
な
っ
た
も
の
」
を
探
し
て
み
る
の
も
面
白
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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平
成
28
年
３
月
５
日
か
ら
同
年
７
月
３
日

ま
で
、
標
記
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
新
規
公

開
文
書
展
は
、
当
館
が
各
年
度
ご
と
に
新
た
に

閲
覧
公
開
し
た
文
書
の
中
か
ら
、
特
徴
あ
る
史

料
を
選
び
展
示
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
県

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
飯
塚
馨
家

文
書
と
、
平
成
27
年
度
に
二
千
四
百
点
余
り
を

第
２
次
公
開
し
た
中
島
徳
造
家
文
書
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
①
飯
塚
馨
家
の
戦
国
期
文
書
、
②

中
島
徳
造
家
の
近
世
文
書
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
８

点
、
計
16
点
を
選
び
展
示
し
ま
し
た
。
①
は
「
北

条
家
朱
印
状
」
（
天
文
21
年
）
、
「
武
田
勝
頼

判
物
」
（
年
次
不
詳
）
、
「
長
井
政
実
判
物
」

（
天
正
10
年
カ
）
、
「
猪
俣
邦
憲
判
物
」
（
天

正
15
年
）
な
ど
、
②
は
「
往
来
一
札
之
事
（
五

料
村
伊
之
吉
、
神
社
仏
閣
拝
礼
に
付
関
所
通
り

証
文
）
」
、
「
字
中
木 

火
元
要
右
衛
門
家
並

び
に
類
焼
家
屋
麁
絵
図
」
（
安
政
３
年
）
、
「
御

請
一
札
之
事
（
安
中
絹
市
議
定
請
印
証
文
）
」

（
安
政
３
年
）
、
な
ど
の
文
書
を
展
示
し
、
各

文
書
に
釈
文
・
解
説
文
を
添
え
ま
し
た
。 

 

開
催
期
間
中
の
観
覧
（
来
館
）
者
は
、
計
１

０
０
１
人
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
展
示
と
同
様

に
前
橋
市
、
高
崎
市
か
ら
の
来
館
者
が
多
数
を

占
め
ま
し
た
（
全
体
の
５
７
・
６
％
）
が
、
先

の
ロ
ビ
ー
展
示Ⅱ

「
真
田
氏
と
吾
妻
の
諸
街

道
」
と
比
較
す
る
と
、
両
市
以
外
の
地
域
か
ら

の
来
館
者
の
割
合
が
11
％
増
加
し
ま
し
た
。
伊

勢
崎
市
か
ら
の
来
館
者
が
４
・
３
％
増
加
し
、

中
島
家
が
あ
る
安
中
市
、
太
田
市
、
桐
生
市
や

県
外
か
ら
の
来
館
者
も
増
加
し
ま
し
た
。 

 

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
展
示
全
体

に
つ
い
て
は
「
見
や
す
い
」
が
１
０
０
％
、
展

示
内
容
に
つ
い
て
は
「
わ
か
り
や
す
い
」
６

３
・
６
％
、
「
む
ず
か
し
い
」
２
７
・
３
％
、

「
そ
の
他
」
９
・
１
％
で
し
た
。
今
後
も
皆
様

に
、
当
館
収
蔵
史
料
に
つ
い
て
、
よ
り
興
味
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
展
示
の

企
画
、
開
催
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

              

 

 

   

当
館
で
は
、
７
月
23
日
（
土
）
か
ら
10
月

９
日
（
日
）
ま
で
の
予
定
で
、
標
記
の
テ
ー
マ

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
展
示
で
は
、
文
字
で
書
か
れ
た
史
料

だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
的
に
情
報
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
「
見
た
目
に
分
か
り
や
す
い
絵

図
」
に
着
目
し
て
、
当
館
収
蔵
史
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。 

 

描
写
や
色
合
い
に
工
夫
が
施
さ
れ
た
絵
図

は
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
情
報
が
詰
め
ら
れ
て

お
り
、
描
か
れ
た
当
時
の
社
会
情
勢
や
生
活
・

暮
ら
し
の
様
子
な
ど
、
多
様
な
情
報
を
「
目
」

か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

実
際
の
展
示
史
料
は
、
来
館
さ
れ
る
方
々
に
、

よ
り
身
近
な
郷
土
「
ぐ
ん
ま
」
の
姿
に
接
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
時
代
設
定
を
近
代
（
明

治
期
～
昭
和
期
）
に
絞
り
ま
し
た
。
そ
の
展
示

内
容
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
つ
め
は
、「
『
壬
申
地
券
地
引
絵
図
』
か
ら

見
る
近
代
ぐ
ん
ま
の
姿
は
？
」
で
す
。
明
治
初

期
に
村
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
「
壬
申
地
券

地
引
絵
図
」
は
、
山
、
川
、
寺
社
な
ど
が
色
分

け
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
他
、
地
番
や
土
地
の

広
さ
、
所
有
者
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
土

地
の
証
書
で
あ
る
「
地
券
」
を
発
行
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
絵
図
で
す
が
、
今
で
は
明
治
初

期
の
県
内
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
史
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

二
つ
め
は
、「
『
鳥
瞰
図
』
か
ら
見
る
近
代
ぐ

ん
ま
の
姿
は
？
」
で
す
。
自
由
に
羽
ば
た
く
鳥

の
よ
う
に
、
上
空
か
ら
見
下
ろ
し
た
視
点
で
昭

和
期
に
描
か
れ
た
鳥
瞰
図
で
、
今
回
の
展
示
で

は
、
観
光
案
内
図
と
し
て
吉
田
初
三
郎
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
鳥
瞰

図
は
、
当
時
の
県
内
の
名
所
、
史
跡
、
交
通
な

ど
の
様
子
を
中
心
に
描
か
れ
て
お
り
、
群
馬
県

全
体
、
沼
田
市
、
桐
生
市
、
伊
勢
崎
市
の
そ
れ

ぞ
れ
の
都
市
を
、
立
体
的
に
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
「
目
」
で
、
描
か
れ
た
「
近

代
の
ぐ
ん
ま
」
か
ら
、
当
時
の
様
子
を
垣
間
見

て
く
だ
さ
い
。 

               

平
成
27
年
度
新
規
公
開
文
書
展 

「
藤
岡
市
三
波
川 

飯
塚
家
文
書
と
安
中 

市
五
料 

中
島
家
文
書
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の
開
催
報
告 

平
成
28
年
度
テ
ー
マ
展
示
１ 

「
絵
で
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る
近
代
の
ぐ
ん
ま
」
の
開
催 
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郷
土
群
馬
に
関
連
す
る
様
々
な
史
料
を
活

用
・
紹
介
す
る
「
第
１
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
」

を
７
月

30

日
に
当
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

60
名
余
の
方
々
が
参
加
し
た
今
回
の
史
料
講

座
で
は
、
講
師
に
関
戸
明
子
氏
（
群
馬
大
学
教

育
学
部
教
授
）
を
お
迎
え
し
、
「
近
代
群
馬
の

絵
図
に
描
か
れ
た
世
界
を
楽
し
む
」
と
題
し
て

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

講
座
で
は
、
群
馬
県
の
鳥
瞰
図
を
中
心
に
、

大
正
・
昭
和
期
の
観
光
ブ
ー
ム
と
関
連
さ
せ 

て
近
代
群
馬
の
姿
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
し

た
。
豊
富
な
史
料
を
提
示
し
、
県
内
の
同
一
箇

所
を
複
数
の
史
料
を
用
い
て
比
較
し
て
い
く

な
ど
、
詳
細
で
あ
り
な
が
ら
も
大
変
わ
か
り
や

す
い
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
、
「
地
元
群
馬
の
再

発
見
が
で
き
た
。
」
、
「
て
い
ね
い
な
説
明
で
よ

く
わ
か
っ
た
。
」
、
「
現
在
の
地
図
と
は
違
っ
た

描
き
方
が
、
お

も

し

ろ

か

っ

た
。
」
な
ど
の
ご

意
見
を
い
た
だ

き
、
郷
土
に
対

す
る
興
味
関
心

の
高
ま
り
を
も

っ
て
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。 

  

●
前
橋
市
立
第
五
中
学
校 

授
業
協
力
の
報
告 

前
橋
市
立
第
五
中
学
校
第
１
学
年
の
生
徒

１
６
０
名
（
５
ク
ラ
ス
）
が
、
７
月
12
日
に
社

会
科
（
歴
史
分
野
）
の
授
業
の
一
環
と
し
て
来

館
し
ま
し
た
。
授
業
協
力
の
内
容
と
し
て
は
、

二
子
山
古
墳
の
見
学
と
解
説
や
、
当
館
収
蔵
資

料
の
見
学
と
解
説
、
複
製
史
料
を
活
用
し
た
体

験
学
習
が
あ
り
ま
す
。
体
験
学
習
で
は
、
１
７

０
２
年
に
作
成
さ
れ
た
約
５
ｍ×

５
ｍ
と
大

型
な
群
馬
県
全
図
で
あ
る
「
元
禄
上
野
国
絵
図
」

の
原
寸
大
の
複
製
品
（
64
分
割
さ
れ
た
特
殊
マ

ッ
ト
）
を
活
用
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
特

殊
マ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
て
群
馬
県
の
形
を
完

成
さ
せ
た
り
、
マ
ッ
ト
の
上
に
乗
っ
て
当
時
の

様
子
を
垣
間
見
た
り
と
、
友
達
と
協
力
し
な
が

ら
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

●
前
橋
市
立
木
瀬
中
学
校 
職
場
体
験 

 

９
月
６
日
（
火
）
か
ら
８
日
（
木
）
ま
で
の

３
日
間
、
前
橋
市
立
木
瀬
中
学
校
の
２
年
生

４
名
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
あ
る
職

場
体
験
学
習
を
文
書
館
で
行
い
ま
し
た
。
貴

重
な
公
文
書
や
古
文
書
に
直
に
触
れ
な
が

ら
の
業
務
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の

気
概
や
仕
事
ぶ
り
も
見
て
も
ら
え
た
よ
う

で
す
。
生
徒
か
ら
は
「
役
割
を
果
た
し
、
人

の
た
め
に
動
く
と
い
う
こ
と
が
働
く
と
い

う
こ
と
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
」
「
す
べ

て
の
こ
と
が
新
し
く
自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

 

県
で
大
学
生
等
を
２
週
間
受
け
入
れ
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
、
８
月
26
日
（
金
）
に
10
名
の
学
生
が
文

書
館
で
の
半
日
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。
公
文
書

館
法
に
沿
っ
た
館
の
使
命
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
県
庁
内
執
務
と
は
ひ
と
味
違

う
公
務
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

●
視
察 

 
 

６
月
８
日
（
水
）
に
は
前
橋
国
際
大
学
心

理
・
人
間
文
化
コ
ー
ス
の
野
口
ゼ
ミ
か
ら
、
ま

た
９
月
１
日
（
木
）
に
は
駒
澤
大
学
文
学
部
歴

史
学
科
の
熊
本
ゼ
ミ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生
、

教
員
が
文
書
館
の
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
野
口

ゼ
ミ
で
は
群
馬
県
を
中
心
と
し
た
歴
史
を
、
ま

た
熊
本
ゼ
ミ
で

は
「
記
録
史
科

学
」
等
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ

れ

ぞ

れ

の

興

味
、
関
心
に
沿

っ
た
案
内
を
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

   

●
運
営
協
議
会 

 

７
月
29
日
（
金
）
に
第
62
回
群
馬
県
立
文

書
館
運
営
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
識
経

験
者
や
学
校
教
育
関
係
者
の
委
員
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。
委
員
か
ら
は
、
講
座
開
催
や
各

種
広
報
の
充
実
、
専
門
的
人
材
育
成
の
重
要
性

等
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
文
書
館
で

は
協
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、
県
民
に
開
か
れ
た

文
書
館
と
し
て
よ
り
一
層
発
展
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

●
文
書
調
査
員
会
議 

 
 

５
月
23
日
（
月
）
に
平
成
28
年
度
文
書
調

査
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
に
散

在
す
る
古
文
書
や
記
録
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め

に
文
書
館
が
18
名
を
委
嘱
し
た
文
書
調
査
員

の
方
々
が
集
ま
り
、
地
域
で
の
調
査
方
法
の
確

認
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

●
教
育
長
の
視
察 

 

４
月
22
日
（
金
）
に
笠
原
寛
県
教
育
長
が
来

館
さ
れ
ま
し
た
。
閲
覧
室
、
書
庫
、
展
示
室
な

ど
館
内
を
視
察
さ
れ
た
ほ
か
、
国
指
定
重
要
文

化
財
の
「
壬
申
地
券
地
引
絵
図
」
、
県
指
定
重

要
文
化
財
の
「
元
禄
上
野
国
絵
図
」
「
飯
塚
家

文
書
」
な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
。 

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
視
察
（
前
橋
国
際

大
・
駒
澤
大
） 

運
営
協
議
会
・
文
書
調
査
員
会
議
の
開
催

と
教
育
長
の
視
察 

教
育
普
及
活
動
（
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
） 

学
校
連
携
（
校
外
授
業
・
職
場
体
験
） 
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横
尾
八
幡
山
城
は
、
現
在
の
中
之
条
町
大
字

横
尾
に
あ
っ
た
山
城
で
す
。
中
之
条
か
ら
沼
田

へ
の
街
道
（
真
田
道
）
と
越
後
へ
の
街
道
が
交

錯
す
る
要
衝
に
あ
り
、
戦
国
期
に
は
真
田
氏
の

沼
田
領
防
衛
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。 

天
正
16
年
（
１
５
８
８
）
４
月
、
真
田
信
幸

か
ら
「
八
幡
山
番
帳
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
が
発

給
さ
れ
ま
し
た
。
宛
所
は
、
冨
澤
豊
前
守
・
狩

野
志
摩
守
・
同
右
馬
助
・
折
田
軍
兵
衛
の
４
名

で
、
吾
妻
地
域
の
地
侍
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
「
番
帳
」
が
発
給
さ
れ
た
ほ
ぼ
同
時
期
、

北
条
氏
は
、
名
胡
桃
城
攻
撃
の
足
が
か
り
と
し

て
利
根
川
西
岸
に
権
現
山
城
（
高
山
村
）
を
築

き
、
閏
５
月
に
は
沼
田
城
の
真
田
氏
と
戦
火
を

交
え
て
い
ま
す
。
信
幸
は
地
侍
を
番
衆
（
交
替

で
警
備
等
に
当
た
る
者
）
と
し
て
２
番
（
１
番

31
名
、
２
番
32
名
、
計
63
名
）
に
編
成
し
、

交
替
で
八
幡
山
城
の
防
備
に
当
た
ら
せ
ま
し

た
。
武
具
の
構
成
を
見
る
と
、
鑓
32
名
、
鉄
砲

29
名
、
弓
２
名
で
あ
り
、
鉄
砲
伝
来
か
ら
45
年

を
経
て
、
戦
法
の
中
心
が
鉄
砲
に
移
っ
た
様
子

が
窺
え
ま
す
。 

「
八
幡
山
番
帳
」
の
原
本
は
残
念
な
が
ら
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
写
は
、
当
館
で
公
開

し
て
い
る
東
吾
妻
町
の
富
澤
家
（
寄
託
）
を
は

じ
め
、
中
之
条
町
の
田
村
家
、
折
田
家
、
関
家 

 

 

な
ど
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
（
『
群
馬
県
史
』
は

田
村
家
文
書
を
収
録
。
資
７
№
３
５
１
１
）
。

こ
れ
ら
「
番
帳
」
の
写
を
所
有
す
る
家
の
名
は
、

番
衆
の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
番
帳
」

が
書
写
さ
れ
番
衆
の
間
で
共
有
さ
れ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
ま
す
。 

       

   

◎
上
松
徹
氏
収
集
文
書 

上
松
氏
が
収
集
し
た｢

天
明
三
年
瀧
新
田
村

御
年
貢
可
納
割
付
之
事｣

、｢

上
意
（
吾
妻
郡
原

岩
本
村
）｣

の
計
２
点
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
寄
託
） 

    

◎
前
橋
市
・
矢
田
町
自
治
会
文
書 

旧
那
波
郡
（
佐
波
郡
）
上
陽
村
大
字
西
善
中

組
の
区
長
引
継
文
書
。
近
世
～
明
治
期
文
書
。 

３
６
２
点
（
Ｐ
９
０
０
９
） 

◎
前
橋
市
・
田
代
よ
し
子
家
文
書 

田
代
家
に
伝
来
し
た
文
政
４
年
「
上
大
島
村

絵
図
」
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
閲
覧
）
。 

８
点
（
Ｐ
９
３
０
９
） 

◎
北
群
馬
郡
子
持
村
・
阿
久
澤
順
一
家
文
書 

紙
焼
き
製
本
で
公
開
し
て
い
る
同
文
書
群

の
う
ち
、
正
徳
４
年
「
〔
横
堀
村
地
内
絵
図
〕
」
、

「
〔
吹
屋
村
絵
図
〕
」
の
２
点
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
閲
覧
）
。 

 
 
 
 
 
 

２
点
（
Ｐ
９
４
０
６
） 

◎
前
橋
市
・
八
木
健
次
家
文
書
（
第
２
次
） 

追
加
寄
贈
を
受
け
た
近
世
史
料
。
元
文
２
年

と
思
わ
れ
る
「
御
広
間
御
條
目
」
、
延
享
元
年

「
於
姫
路
被 
仰
渡
候
覚
帳
面
写
」
な
ど
を
含

む
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

６
点
（
Ｐ
０
９
７
０
２
） 

 

◎
前
橋
市
・
篠
田
賢
一
家
文
書 

文
政
４
年
「
上
野
国
群
馬
郡
天
川
原
村
分
間

絵
図
」（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
閲
覧
）
、
天
川
原

村
の
享
保
13
年
「
御
水
帳
写
御
案
内
帳
」
な
ど

を
含
む
。 

 
 

 
 

５
点
（
Ｐ
０
０
０
９
） 

◎
沼
田
市
・
黒
岩
英
夫
家
文
書
（
第
６
次
） 

近
世
～
近
現
代
の
繭
・
蛹
な
ど
売
買
に
関
す

る
経
営
資
料
が
中
心
。 

 
 

２
０
９
７
点
（
Ｐ
８
３
１
１
） 

◎
前
橋
市
・
長
見
寺
文
書 

修
験
道
関
係
資
料
及
び
群
馬
郡
大
友
村
に

関
す
る
文
書
群
。
典
籍
や
写
本
の
ほ
か
、
慶
安

３
年
・
万
治
３
年
の
大
友
村
年
貢
割
付
状
、
戸

長
役
場
作
成
の
字
別
地
引
絵
図
帳
を
含
む
。 

 
 

 
 
 
 

１
６
８
４
点
（
Ｐ
０
０
０
６
） 

◎
長
谷
康
夫
氏
収
集
文
書 

長
谷
氏
が
収
集
し
た
、
碓
氷
郡
峠
町
の
戸
長

役
場
文
書
、
佐
位
郡
五
目
牛
村
関
係
文
書
、
碓

氷
社
・
甘
楽
社
な
ど
の
組
合
製
糸
関
係
資
料
。 

 
 

４
５
点
（
Ｐ
０
０
１
０
７
） 

◎
前
橋
市
・
岸
昌
男
家
文
書 

近
世
～
近
現
代
の
典
籍
お
よ
び
地
図
（
明
治

後
期
、
昭
和
15
年
伊
勢
崎
町
一
部
）
。
医
学
書
、

本
草
学
・
薬
学
書
類
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。 

 
 

 

１
２
２
点
（
Ｐ
０
３
０
７
） 

◎
山
田
実
氏
収
集
文
書
（
第
２
次
） 

近
世
～
近
現
代
の
送
り
証
文
・
引
取
証
文
、

往
来
手
形
、
奉
公
人
手
形
、
年
貢
皆
済
目
録
な

ど
。 

 
 

 
 

 

４
３
点
（
Ｐ
８
６
０
８
） 

 

古 

文 

書 

新
た
に
収
集
し
た 

古 

文 

書 

新
た
に
公
開
し
た 

 

 

吾妻郡東吾妻町原町・富澤久幸家文書 

    （Ｐ０９０５ №６３１） 

 

真
田
氏
と
吾
妻
の
諸
将 

 

―
沼
田
城
攻
防
を
め
ぐ
る
一
資
料
か
ら
― 

 
真田信幸の朱印（印影） 

古
文
書
整
理
こ
ぼ
れ
話 



   5 

 

  

◎
資
料
を
見
る
前
に 

閲
覧
室
で
は
、
当
館
収
蔵
の
資
料
を
直
接
手

に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
初
に
、
利
用
券
発
行
手
続
き
（
身
分
証
明
書

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
）
を
し
て
か
ら
、
文
書

閲
覧
手
続
き
（
閲
覧
票
記
入
）
と
な
り
ま
す
。

閲
覧
の
際
は
、
大
切
な
資
料
を
汚
損
、
破
損
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

・ 

貴
重
品
以
外
の
荷
物
は
閲
覧
者
用
ロ
ッ

カ
ー
に
入
れ
る 

 

・ 

手
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
か
ら
閲
覧
す
る 

 

・ 

筆
記
具
は
必
ず
鉛
筆
を
使
用
す
る 

 

・ 

室
内
で
飲
食
は
し
な
い 

貴
重
な
資
料
を
永
く
後
世
に
残
す
た
め
に
、

資
料
の
扱
い
は
丁
寧
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

     
 

 
 

    

   

平
成
28
年
10
月
22
日
（
土
）
か
ら
平
成
29

年
１
月
29
日
（
日
）
ま
で
、
開
催
し
ま
す
。
テ

ー
マ
展
示
は
、
当
館
収
蔵
史
料
な
ど
の
中
か
ら

テ
ー
マ
に
基
づ
き
史
料
を
選
び
展
示
す
る
も

の
で
す
。
今
回
は
、
「
前
橋
の
城
と
城
下
町
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
江
戸
時
代
の
前
橋

城
、
前
橋
町
、
そ
の
周
辺
村
々
に
関
す
る
古
文

書
や
大
型
絵
図
を
展
示
し
、
皆
様
に
近
世
前
橋

の
城
と
城
下
町
な
ど
に
関
す
る
知
識
・
関
心
を

よ
り
い
っ
そ
う
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 

内
容
は
、
①
天
和
～
明
和
期
の
絵
図
、
②
寛

政
～
天
保
期
の
文
書
と
絵
図
、
③
嘉
永
～
慶
応

期
の
文
書
と
絵
図
、
④
明
治
初
期
の
文
書
と
絵

図
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
展
示
物
と
し
て
、

①
に
は
国
重
文
「
前
橋
旧
図
」
（
前
橋
城
、
家

臣
屋
敷
、
寺
院
、
他
、
寛
延
２
年
カ
）
、「
前
橋

城
絵
図
」（
龍
海
院
寄
託
、
元
禄
期
カ
）
な
ど
、

②
に
は
前
橋
市
重
文
「
上
野
国
群
馬
郡
前
橋
町

絵
図
（
主
体
部
）
」（
文
政
４
年
）・「
上
野
国
勢

多
郡
前
橋
町
絵
図
（
貼
り
合
わ
せ
部
）
」（
明
治

５
年
）
、
町
年
寄
「
御
用
雑
日
記
」（
安
政
３
年
・

松
井
家
旧
蔵
文
書
）
な
ど
、
③
に
は
「
東
通
り

天
川
村
御
絵
図
」
（
安
政
６
年
）
、
「
元
治
元
年

孟
夏
写 

再
築
前
橋
城
絵
図
」
な
ど
、
④
に
は

「
〔
錦
絵
〕（
伊
太
利
人
前
橋
城
下
誘
引
到
着
の

図
）
」（
明
治
２
年
）
、
町
年
寄
「
御
用
雑
日
記
」

（
明
治
４
年
・
勝
山
敏
子
家
文
書
）
な
ど
の
複

製
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。 

 

特
に
、
「
前
橋
旧
図
」
は
、
藩
主
松
平
大
和

守
家
が
武
州
川
越
へ
移
城
す
る
以
前
の
前
橋

城
と
城
下
町
の
姿
を
一
体
に
描
い
た
貴
重
な

絵
図
で
す
。
西
か
ら
利
根
川
（
紺
色
）
、
前
橋

城
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
（
白
壁
、
緑
色
の

土
塁
、
紺
色
の
水
堀
等
）
、
そ
の
東
・
南
・
北

側
に
家
臣
屋
敷
、
城
門
、
塀
な
ど
が
描
か
れ
た

各
曲
輪
（
く
る
わ
、
ピ
ン
ク
色
）
、
そ
の
東
、

北
側
に
城
下
町
（
外
曲
輪
、
ウ
グ
イ
ス
色
）
と

寺
院
、
神
社
（
朱
色
）
な
ど
が
色
鮮
や
か
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。 

 

前
橋
旧
図
（
部
分
） 

（
群
馬
県
行
政
文
書
、
Ａ
０
１
８
１
Ａ
Ｍ
Ａ 

 

№
１
２
７
７
、
部
分
）
縦
２
７
８
・
６
㎝×

 

横
１
８
２
・
０
㎝
＊
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
閲
覧 

  

★
開
館
記
念
日
行
事
「
前
橋
の
城
と
城
下
町
」 

●
原
本
史
料
展
、
元
禄
上
野
国
絵
図
フ
ロ
ア
マ

ッ
ト
展
示
（
一
般
初
公
開
）
、
展
示
解
説
会 

 

平
成
28
年
10
月
29
日
（
土
）
・
30
日
（
日
） 

 
 
 

9
時
～
16
時
30
分 

 
 

※
解
説
会
（
両
日
と
も
）
①
11
時
②
13
時 

 

③
15
時 

★
展
示 

●
テ
ー
マ
展
示
２
「
前
橋
の
城
と
城
下
町
」 

 
 

平
成
28
年
10
月
22
日
（
土
）
～
平
成
29
年 

１
月
29
日(

日)
 

●
新
規
公
開
文
書
展 

 
 

平
成
29
年
３
月
４
日
（
土
）
～
５
月
末 

 
 

※
展
示
室
で
は
、
常
設
展
「
文
書
館
の
仕 

 

事
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

★
講
座 

●
第
２
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座 

 
 

平
成
28
年
12
月
３
日
（
土
）
13
時
30
分
～ 

15
時
30
分 

 
 

「
前
橋
城
の
破
却
か
ら
再
築
へ
」 

 
 
 

講
師
：
北
村
厚
介
氏
（
八
王
子
市
史
編
さ

ん
室
近
世
史
部
会
専
門
調
査
員
） 

 
 

※
申
込
期
間
は
平
成
28
年
11
月
１
日
（
火
）

～
15
日
（
火
）
必
着 

 

※
詳
細
は
文
書
館

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

   

今
後
の
行
事
予
定 

平
成
28
年
度
テ
ー
マ
展
示
２ 

「
前
橋
の
城
と
城
下
町
」
の
開
催 

閲
覧
室
か
わ
ら
版 

～ 

そ
の
１ 

～ 

 

文書館２階の閲覧室入口 
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